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半年の期間をかけてあたためてきた企画に携わることができ
とても嬉しく思う　充実した話と時間をプレゼントしていただいた
早速、先生の菌が蔓延してきている　これからも
先生の活躍を大変楽しみにしている

今の情報化社会の中にあってなかなか物事の
本質が見えにくくなっていると感じる
今日の講演でそんな時代を生き抜いていく
鍵を教えていただきたいと思う

自分の考えをまとめるのに図を
使うというのは新しい考え方だと思う
自分自身、自分の考え方を表現
するのが苦手なので、役に立ちそうだ

今日は先生のお話を聞くことができ、大変
勉強になった　子ども達に「自分で考え
知識を得ていくんだよ！」と教えて子育て
をがんばっていきたいと思う
これからは家族で図を書いて
話し合いをしたいと思う

最後まで一瞬たりとも居眠りせず、最後まで
聞けることができた講演はもしや、初めてかも
　図解で物事を考えることは理解したつもり
だが、では、その図を書き出そうと試みる時に
どれをどう分けることができるのかを再び
悩み、自信喪失し、つながらないか、という
不安もなきしもあらず　絵を描くことさえ
苦手なわが子にはどのように仕向けて
ゆけば良いか‥　もっと深く聞きたいことが
ありそうだ　今夜先生のサイトを見に行くのを

楽しみにしている

わかったこと
考えることは３つに分ける
図は便利
疑問

私にも図がかけるのか
とってるメモか
箇条書きでよいのか
↓

今後の進歩に期待

「頭の中で考える」すっかり忘れていたこと
かもしれない　何かを見てその通りにする
去年の記録を見て、そのまま同じ事をする‥
その都度“考える”事をしていきたいと感じた
「図」にすること、初めは難しいのではないか
コツをつかめば案外できるようになるのか‥
少しずつでもやってみようかなと思う

生活の上でもとても参考になる講演だった
私の父は昔から何か問題が起きると
「紙とペンを用意して図に書いて頭の中を
整理しなさい。」といい続けていた　実家を
出てからはすっかりそのことが頭から離れていた
が、祖父と父が言っていた事が先生の講演を
聞いて、ようやく、すーっと頭に入った気がした

今まで、文書を書く際、大体の構成を頭の中で整理する程度だったが、
「図で考える」という発想に、「ナルホド！」と感動した　確かに図で考え表すことによって
内容の重複がない、構成がしっかりし何を伝えたいのかよくわかる　書きながら何度も修正する

ことがないと思った　　箇条書きになれた頭には正に「目からウロコ」だ

大学受験を控えた娘は、昔から文章を書くことが苦手なのに小論文を
書かなければならないという事態になっている　何を伝えたいのか
考える力が不足しているのだろう　「図で考える」ということをすれば、
書く内容を考える力もつくのではと思う「図で考える」ということを
実践してみようと勧めてみるこの発想に早く出会いたかった　
文章を書くということは社会人として必要不可欠なこと　

自分自身そして娘のスキルアップのためにも先生の著書を読んで
参考にしていと思った

現代の小、中学生、私たち大人でさえもこれほど映像や図に囲まれて
その利便性を享受しているだけで、自らの頭を起点として

図による発想をするということが昔と比べて格段に劣っているのでは
ないだろうか　だからこそ今この発想、手法を強く奨励する時期に
来ていると思う　図ごとの言葉の行間をうめ、つなぐ文や言葉の
構成力は基礎学力として当然身につけておかなければならない
ということはあっても、今の時代このように重要なことを
名言されたことは非常に　価値の高いことだと思う

構成表を｢図で考える」ということに置き換えることに
よって、楽しく取り組め、考える力も書く力も伸びて
いくのでは、と思った　自分自身も、子どもも図解思考

にチャレンジしてみようと思う

子どもは「勉強だけではない」という部分に
共感した　講演の内容を主人に話したところ、最近は
図解にすることが多いそうで興味を持ってくれた

図にして問題点を
わかりやすくして
いくのは考え方が
こもりがちにならず
にすんで
良いと思った

全ては理解と疑問と批判に分けて考える
という‥が印象深かった　そういう目で
世の中を見てみようと思う

今日の講演はなんだか為になった気がする
自分が幼いころにこの考え方に出会っていたら
少し人生が違っていたかも‥　


